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Ⅰ新技術の解説

１要旨

 平成14年４月27～29日にかけての晩霜により、ブドウで甚大な被害が発生した。被害発生時の生育
ステージは、新梢長５～10cm、展葉数３～４枚程度であり、生育が進んだ状態での被害であったた
め、新梢や葉の褐変や枯死、花穂の障害などの被害が確認され、事後対策が大きな課題となった。 
 そこで、「巨峰」の新梢や花穂について被害程度別に追跡調査を実施し、事後対策技術の有効性に
ついて確認した。

(1) 新梢と花穂の被害程度をそれぞれ表１、表２にしたがって指数化し分類したところ（図１）、新梢
被害指数と花穂被害指数との間には正の相関（第１花穂：ｒ＝0.765**、第２花穂：ｒ＝0.793**）が
認められた（図２）。このことから、新梢の被害程度から花穂の被害程度を推察することが可能と
判断された。

(2) 花穂被害指数別に花蕾の内部を確認したところ、障害を受けている花蕾は花穂の先端部ほど
多かった。また、花穂の被害が軽いものは基部よりの花蕾には障害が少なかったが、花穂の被
害が著しいものは全体の花蕾が障害を受けていた（図３）。

(3) 花穂被害指数別に有核果の着粒数を比較すると、指数０～１では適正着粒数（30～35粒／房）
を確保できたが、指数２～３では着粒が極端に少なかった（表３）。

(4) 被害をうけた花穂の結実安定を目的にジベレリン処理（第１回処理：満開期：フルメット液剤加用
ジベレリン12.5ppm：花房浸漬処理、第２回処理：満開後15日：ジベレリン25ppm：果房浸漬処理）
を実施したところ、花穂被害指数２～３でも十分な着粒数、果房重が確保できた（図１）。

(5) 以上のことから、花穂の被害が軽い（被害指数が０～１）房が多い場合は有核栽培が可能であ
るが、花穂の被害が目立つ（被害指数が２～３）場合にはジベレリン処理を行うことで商品性の
ある果実生産が可能であることが明らかとなった。

２ 期待される効果

晩霜による被害発生時の技術対策として、現地での活用が期待できる。

３ 適用範囲

県内全域

４ 普及上の留意点

(1) 花穂の被害が軽い（花穂被害指数０～１）樹では、花穂整形が遅れると花震いを起こしやすいた
め、通常どおり花穂整形を実施する。

(2) ジベレリン処理を実施した場合は、着粒数が極端に増加するため、有核果より早めに摘粒作業
に入り、着粒過多にならないように注意する。
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